


































































てその手を引いて聖性 [saintet] に導くために、1 冊の本の用意がある。（Genet, 1948=1976, p.40）
ゆっくりと、だが確実に、私はディヴィーヌを聖女 sainte にするために、彼女からあらゆる種類の














































































した「幸せだわ」。彼女は眠りにつこうとしたが、この結婚した女としての幸せ [bonheur de femme 
mariée] をさらに確実にするために、彼女がキュラフロワだったころの思い出が苦しみもなくよみ
がえった [･･･]（Genet, 1948=1976, p.70） 
ちょうどお告げの鐘 [l’angélus] が鳴っている。いまディヴィーヌはレースのなかで眠りにつき、夫





























































ノートルダム [Notre-Dame 聖母マリアを意味する慣用表現 ] をタイトルに冠しているだけでなく、こ
の作品には聖母子や処女懐胎を示唆する表現が多く見られる。ディヴィーヌとミニョンが同衾した朝







































































少女ソランジュの母マリー [Marie] は、聖母マリア [Marie] と同じ名前だが、ここでは「村一番の美女」
とされる彼女が「女神」であり、その母ジョゼフィーヌの役割が、聖母マリアに重ねられている。なお、












































７ Genet, 1948=1976, pp.158-159
８ Millett,1970
９ 松田、2009　
10 「無原罪のお宿り」への言及は作品中で 2 箇所ある。上述のものに加え、裁判でノートルダムが入廷したときに、そ
の場にいた人々にはみな「われは『無原罪のお宿りなり』」という後光が見えたという場面である。（Genet, 1948=1976, 
p.323）
11 Gerd Mohn, 1991=1998
12 Genet, 1948=1976, pp.133-134
13 Genet, 1948=1976, p.72
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